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2005／06シーズン前の抗体保有状況   



200ト｛2005年度感染症流行予測調査事業  

インフルエンザ感受性調査協力部道府県  
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2005／06シーズンの流行の特徴  
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2005／06シーズンのインフルエンザ脳症  

9   



2005JO6シーズンのインフルエンザ脳症発生届例  
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感染症法に基づく感染症発生動向調査より得られた   

2005／06シーズンのインフルエンザ脳症報告例  
5類感染症全数把握疾病（急性脳炎）：2006年第9適時点 

ー2005年第43遇～2006年第9遺に診断されたインフルエンザ脳症  

は、35例  

・男児柑例、女児16例  

・選別で最も多かったのは第3遇  

■インフルエンザウイルスは、全てA型  

・年齢別では13歳の2例（男女各1例）以外は、全て0～了歳  
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2006／07シーズンのインフルエンザワクチン  
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わが国におけるインフルエンザワクチン製造棟の決定過程  

・厚生労■省♯よ局の俵掛こ応じて申立感染症研究所（感染研）が検討し、これに基づいて厚生労七省が決定・通達。  
・感染研では、以下の換討に基づいて、いくつかのワクチン候補機を選択する。  

一 会四川カ所の地方衛生研究所と感染研、厚生労■省結横感染症誅を結ぶ感染症発生動向調査事羊により得られた  
流行状況  

一 約8．唖に及ぶ分tウイルスについての抗厨性や遺伝子解析の成頼  
一 感染症先行予測事業による住民の抗体保有状況網圭の戌♯など  

・ さらに、以下の検討に基づいてワクチン製造棟としての適格性を検討する。  
一 発育■卵での増殖効率  
一 抗原的安定性  
一 免疫原性  
－ エーテル処理効果など   

1月下旬から牡回にわたり所内外のインフルエンザ専門家を中心とする検討委員会が醜催され、以下の内容について   
♯討して、次シーズンの流布予測を行う。  
一 節シーズンの威儀  
－ その年のインフルエンザシーズンにおける最新の成績  

・ さらに、以下の内頓について総合的に檎討して、次シーズンのワクチン株を邁定する。  
一 蜘により2月中旬に出される北半球次シーズンに対するワクチン推奨株とその丑定過程  
－ その他の外国における諸情報  

・感染研はこれを厚生労t省欄■局長に報告し、それに基づいて厚生労■省医薬食品局長が決定して5・－6月に公布し  
ている．  

ウイルス幕三揮、蘭のインフルエンザ也カセンター 小田切攣   
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－a8／MalaYSia／2506／2004－1ikevirusb   

・Candidatevaccinevirusesinclude：   
aA／Wisconsin／67／2005（H3N2）and   
Å／Hiroshima／52／2005   
b8／MalaYSia／2506／2004virusand   
8／Ohio／1／2005  
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国立感染症研究所 感染症情報センターの肝  
http：〟jdsc．nih．go．jp／index－j．html  
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第10回インフルエンザワクチン需要検討会の検討結果について  

平成18年6月14日（水）10時30分から第10回インフルエンザワクチン需要検討会  

が開催され、厚生労働科学研究班において実施した医療機関等調査及び世帯調査の  

結果報告を行い、次シーズンのインフルエンザワクチン需要の検討を行った。また、  

次シーズンのインフルエンザワクチンの安定供給に関する対応について検討を行った。   

1．調査結果概要   

（1）医療機関等調査   

抽出医療機関に対し、17年度の世代別のインフルエンザワクチン接種人数、接種   

回数及び次シーズンの需要量の調査票をシーズン前に発出し、シーズン終了後に   

回収。   

以下の需要見込本数を算出。  

最大値  最小値  

児・児童く13歳未満）… 417．0万本 417．0万本  

高齢者（65歳以上）   764．4万本 744．9万本  

合計  2．277．8万本2，191．1万本  

） 及び高齢者（1回が97．4％）の1回接種・2  （注）・最大値は、幼児・児童が2回接種、  成人（1回が93．5％   

回接種の割合が現状通りとした場合。  

・最小値は、幼児一児童が2回接種、成人及び高齢者が1回接種とした場合。  

・最大値、最小値については、昨年の接種人数に係る予測値及び実績推定値のずれを補正した  

（2）世帯調査   

世代別に住民への郵送によるアンケート調査をシーズン終了後に実施し、以下の   

需要見込本数を算出。  

推定値  

718．1万本  

923．3万本  

幼児・児童（13歳未満）  

人（13～64歳）  

（65歳以上）  505．7万本  

2，147．1万本  

推定値は幼児・児童が2回接種で6000円、  成人は1回接種・2回接種の割合が100％とした  （注）  

場合で、1回の接種費用が3000円、高齢者は1回接種で1500円とした場合。   



乙次シーズンの需要検討程果  

今回の医療機関等調査と世帯調査によってワクチンの需要を調査した結果、今冬の  

ワクチン需要は2，150万本～2，280万本程度であり、本年のワクチンメーカーの  

造量は、最大2，300万本程度となる見込みであり、十分な製造・供給能力は確保され  

ている。  

インフルエンザワクチンの需要は、SARS及び鳥インフルエンザの流行状況などの報  

道等により変動する可能性があることを考慮する必要がある。しかしながら、世帯調査  

での付加的な需要予測（470万本）は、日本国内での人の感染例が出た場合の数字  

であり、また、その場合は新型インフルエンザ対策として通常のインフルエンザワクチ  

ンは有効ではないことから、通常のインフルエンザワクチンにおいては需要が発生する  

ことは考えにくい。   

＜参考＞  

今年度のインフルエンザワクチン製造予定量の最大量は、現時点でワクチンメー  

カー4社あわせて計2，300万本である。しかし、インフルエンザワクチンの製造量  

は、ウイルスを鶏卵で増殖させて製造するため、ウイルスの増殖力、気温、鶏卵の  

質等に大きく影響を受けるため、この製造予定量はあくまでも現時点の目安である。   

鳥インフルエンザの国内ヒト感染例が発生すれば、インフルエンザ予防接種の需  

要が大幅に伸びるが、通常のインフルエンザワクチンは鳥インフルエンザの予防に  

は効果がなく、過剰な需要が発生し、ワクチン不足に陥らないように適切な対応を  

行う必要がある。  

阜今シ「ズンのインフルエンザワクチンの安定供給lこ関する対応について  

昨シーズンの経験にもとづき、今シーズンのインフルエンザワクチンの安定供給に関  

する対応策は、以下のとおりとする。なお、厚生労働省は、これらの内容を都道府県、  

日本医師会、国公立病院、製造業者等の関係者に平成18年6月30日通知において  

周知をした。   

［都道府県】   

○シーズン前に、関係者からなるインフルエンザ対策委員会を開催し、前シーズン   

における課題の抽出及び今シーズンにおけるワクチンの安定供給等に関する対策   

を協議する。  
○各都道府県が主体となり、管内の在庫状況を短期間に把握することが可能な体   



制をあらかじめ確立する。  
○ 各都道府県はワクチンが不足した場合のワクチンの融通方法をあらかじめ取り   

決める。  
○すべての医療機関に対し、返品による弊害を周知し、返品を行わないよう協力を   

求める。また、製造業者、販売業者及び卸売販売業者に対し、返品制度の改善を   
求める。なお、状況によっては、厚生労働省は多量にワクチンを返品した医療機関   
名を公表することも検討する。  

○ 医療機関に対し、ワクチン不足時にワクチン融通への協力を求める。   

［製造業者及び販売業者等］   

○全生産量のうち、40～60万本のワクチンを融通対策として、製造業者及び   
販売業者が保管する。なお、その出荷については厚生労働省が調整する。  

○医療機関等から初回注文を受けろ際には、その注文量が、前年度使用実績   
を上回らないように配慮すること。  

○初回注文又は追加注文において大量注文をする医療機関に対しては、医療   
機関等においてワクチン接種に支障をきたす場合を除いて、ワクチンを分割   
して納入すること。   

［医療機関］   

○ 上記内容に協力する。  
○ワクチンが不足し、ワクチンを融通する場合は品質確保が重要となるため、規定   

された貯法（遮光して、10℃以下に凍結をさけて保存）を遵守する。   



インフルエンザワクチン製造量の推移  

腐掬年度  

グラフ中の数字は、製造量  
（）は未使用丑（内数）  ※平成7年以前の未使用丘については不明。  

※未使用畳には返品数と流動在庫が含まれる。   



資料2－2  

医政経発第0630001号   

健感発第0630001号   

薬食血発第0630001号  

平成18年6月 30日  

各都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医政局経済課長  

厚生労働省健康局結核感染症課長  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

インフルエンザワクチンの安定供給対策について   

インフルエンザワクチン（以下「ワクチン」という。）の需要動向は、インフルエン  

ザの流行状況等の不確実な要素により影響を受ける傾向にあるが、平成18年6月14  
日に開催したインフルエンザワクチン需要検討会において、今年度のワクチン需要予測  

と併せて安定供給対策の検討を行ったところである。   

貴職におかれては、この検討結果に基づいた下記の事項について、十分留意の上、管  

内の体制づくり及び関係者への周知等を進めていただくとともに、予防接種法（昭和2  

3年法律第68号）上の予防接種の実施主体である市区町村とも協力体制を確立するよ  
うお願いする。   

おって、9月の初旬に都道府県インフルエンザワクチン担当者会議を開催する予定で  

あり、この場において進捗状況等を確認するので、準備方よろしくお願いする。  

記   

1．各都道府県においては、今年度のインフルエンザシーズン前に、都道府県担当課（感  

染症対策、薬務、医務等）、都道府県医師会、都道府県卸売販売業者団体、保健所等   



からなるインフルエンザ対策委員会を開催し、別添の「インフルエンザワクチン返品  

本数毎の医療機関数（のべ施設 数）」等を参考にしつつ、昨シーズンにおける課題を  

抽出し、今シーズンにおけるワクチンの安定供給対策等を協議するとともに、以下の   

体制等を取り決めておくこと。   

（1）貴管内の卸売販売業者及び医療機関等の在庫状況等を短期間（3日間程度）に   

把握することが可能な体制  

（2）ワクチンが不足した場合の融通方法  

（3）接種可能な医療機関等が限定される場合の住民への周知方法   

2．ワクチンの安定供給を図るためには、関係者が各々の責務を認識し、予防接種希望   

者本位の考え方に基づいて対応することが必要であることから、当省では、各関係者   

に対し、別紙通知を発出し、各会員に周知徹底を依頼したところであるが、各都道府   

県においても貴管内関係者に対して、以下の各事項を周知し、協力を要請すること。   

（1）ワクチン製造量等について  

今年度は、昨年度ワクチン使用量（l，932万本（lmL換算）。以下同じ。）の  
16％増となる2，300万本（平成1S年6月14日時点における見込み）のワクチン  
の製造が予定されており、また、全製造量のうち40～60万本のワクチンが、ワ  

クチン不足時の融通用として製造業者及び販売業者（以下「製造業者等」という。）  

において保管されること。  

（2）注文量について  

（1）の措置により十分なワクチンの供給が予定され、不足時の融通用ワクチ  

ンが確保されていることを踏まえて、卸売販売業者は、医療機関等から初回注文  

を受ける際には、その注文量が、前年の使用実績を上回らないように申し入れす  

ること。  

また、追加注文を受ける際には、初回注文により納入された医療機関在庫を確  

認した上で、必要量の供給を随時行い、ワクチンの偏在が起こらないように配慮  

すること。  

医療機関等も同様に初回注文及び追加注文を行う際には、これらの取扱につい  

て配慮する必要があること。  

なお、卸売販売業者は、‘前年に実績のない医療機関等からの新規ワクチン注文  

についても、全体の注文量の状況を踏まえて調整する必要があるが、新規開業の  

医療機関等が不利とならないように配慮すること。  

（3）分割納入について  

初回注文又は追加注文において、大量注文をする医療機関等へ一度にワクチン  

が納入されると、市場に流通するワクチンの在庫量に与える影響が大きいことか  

ら、卸売販売業者は、医療機関等におけるワクチン接種に支障をきたす場合を除  

いて分割納入を行うこととし、この取扱に医療機関等も協力すること。  

（4）予約の解除について   



今年度のワクチン供給予定からみて、現在のところ、平成18年10月中・下旬  
頃までには昨年の医療機関使用量並みの約1930万本（1ml換算）程度の供給が確  
保される予定であるが、流通在庫が減少する接種シーズン終盤においても、ワク  

チンの供給の流動性を確保し、偏在等が発生しないよう、平成1S年12月1日を  
目途に、未納品の予約の取り消し又は保留する等の措置についてワクチンを予約  

している医療機関に理解を求めるよう努めること。  

この措置は、既に特定の医療機関等からの予約済みとされている等の理由によ  

り、早急にワクチンを必要とする医療機関の注文に対してワクチンが納入されな  

いような事態を防ぐための対応であり、このことをあらゆる関係者が理解し円滑  

な供給に努めること。   

（5）予防接種法に基づく定期の予防接種の実施期間について  

予防接種法に基づく定期の予防接種については、インフルエンザ予防接種実施  

要領（平成17年6月16日健発第0616002号各都道府県知事あて厚生労  
働省健康局長通知）を遵守すること、なお、同通知において、「実施計画の策定  

に当たっては、地域医師会等の医療関係団体と十分協議するものとし、インフル  

エンザの流行時期に間に合うように、接種を希望する者が12月中旬までに接種  

が受けられるよう計画を策定すること」とされているところである。  

（6）返品について  

接種シーズン終盤まで在庫ワクチンを抱えて返品することは安定供給の妨げに  

なるため、医療機関等、卸売販売業者は、旧来の商慣習として行われている返品  

について、その改善に努めることとし、また、医療機関等においては、返品を前  

提とした注文及び在庫管理を行わないこと。  

なお、状況によっては、厚生労働省は接種シーズン終盤に多量にワクチンを返  

品した医療機関等の名称の公表を検討することとしており、平成17年度の実績  

については、500本以上の返品を行った医療機関等の名称を関係各都道府県に情  

報提供するごととしていること。  

（7）品質確保について  

医療機関等は納入されたワクチンについては、貯法（遮光し、凍結を避けて1  

0℃以下に保存。）を遵守して品質を確保するとともに、ワクチン不足が発生し、  

都道府県から融通の要請があった場合には積極的に融通に協力すること。  

また、卸売販売業者は、ワクチン不足が発生し、都道府県から融通の要請があ  

った場合には、ワクチンを引き取る際に、医療機関等において貯法の遵守など品  

質の確保がなされていることを確認すること。   

3．全国の卸売販売業者の在庫状況を血液対策課から全都道府県に対し定期的に提供し、   

各都道府県において在庫の偏在、不足等の状態をモニターできる体制を構築すること   

としているので、その情報を活用し、早期に供給不足の状況等を把握し、適切に対応   

すること。   

4．管内におけるワクチンの供給に滞りが生じた場合には、管内の在庫調査及び地域間   



の融通を行うこと。その上でなお、管内における供給不足が明らかになった時は、厚   

生労働省血液対策課に対し、その状況を報告すること。   

血液対策課では、その報告を受けた場合、全都道府県に対し、それぞれの管内のワ  

クチンの供給状況の報告を求め、融通の必要性が認められたときは、都道府県の協力   

の下、製造業者等及び卸売販売業者の在庫の全国的な融通を依頼するとともに、必要   
に応じ製造業者等において融通用に保管されたワクチンを当該都道府県内の卸売販売   

業者に配送するよう製造業者等に依頼することとしていること。   

5．ワクチンの生産状況、融通用ワクチンの数量その他、必要な追加情報を血液対策課   

は、9月以降、適宜情報提供することとしていること。   



インフルエンザワクチン返品本数（1ml換算）毎の医療機関数（のべ施設数）  

（施設数）  

1～9  10～19  20～29  30～39  40～49  50～59  60′〉69  70■〉79  80～89  90・－99  100′・■  合計   

北海道   722  311   138   70   57   37   10   13   13   25  1，407   

青森県   182   90   47   31   16   3   5   3   3   402   

岩手県   168   96   48   21   12   7   6   2   3   14  378   

宮城県   228   130   64   36   23   23   13   6   3   10  547   

秋田県   140   52   23   16   13   7   2   2   8  265   

山形県   202   80   60   41   15   9   3   3   3   13  440   

福島県   262   123   66   33   32   23   9   4   4   3   18  577   

茨城県   243   119   71   41   32   20   5   5   4   2   20  562   

栃木県   314  139   84   35   29   31   10   6   6   2   9  665   

群馬県   319   103   48   27   14   5   4   3   9  544   

埼玉県   698  320  171   85   57   36   27   18   8   8   48  1，476   

干葉県   753  350   184   99   66   59   48   22   13   9   53  1，656   

東京都  2，584  1．167  604  356  208   177   93   76   48   46  213  5，572   

神奈川県  1，208  507  253   122   66   69   34   31   21   79  2，401   

新潟県   171   45   31   16   5   2   4   0   277   

富山県   248  115   66   32   23   15   10   10   6   3   13  541   

石川県   244  114   63   34   21   16   3   2   0   8  506   

福井県   150   83   39   28   14   15   6   8   7   2   16  368   

山梨県   157   89   52   22   10   4   4   3   4   16  372   

長野県   468  177   81   35   26   16   8   4   6   4   15  840   

岐阜県   338  172   100   59   33   30   20   15   13   32  823   

静岡県   551   252   114   58   36   34   18   7   17   32  り30   

愛知県  1，087  476  235   124   78   57   35   20   9   10   65  2，196   

三重県   293  134   74   39   25   17   10   6   3   9   21   631   

滋賀県   238   138   65   37   17   14   6   8   5   15  554   

京都府   676  297   127   63   36   29   16   13   9   4   23  1，293   

大阪府  2，502  1，073  535   250  178   133   72   53   41   37   119  4，993   

兵庫県  1，600  748  348   166   97   59   38   29   21   13   71  3，190   

奈良県   357   163   76   36   23   18   4   5   3   2   12  699   

和歌山県  381   152   55   46   21   7   6   6   7   18  700   

鳥取県   77   44   13   14   3   0   0   4  158   

島根県   138   76   37   14   13   12   2   5   2   0   3  302   

岡山県   386   161   76   43   22   24   12   14   6   3   20  767   

広島県   576  262   126   65   44   20   16   12   12   7   16  1，156   

山口県   350  141   79   46   28   17   15   7   8   3   17  711   

徳島県   288  130   69   28   16   13   10   7   4   14  580   

香川県   277   115   72   35   41   27   16   9   15   9   25  641   

愛媛県   402  143   70   37   25   20   5   4   4   16  73了   

高知県   173   49   24   17   14   5   3   2   2   5   5  299   

福岡県  1．369  573  267   115   64   55   29   20   8   7   36  2，543   

佐賀県   292   114   60   26   17   6   6   3   3   3   13  543   

長崎県   440  175   80   38   21   14   19   5   4   4   16  816   

熊本県   467   167   68   32   16   12   9   5   2   2   皿   791   

大分県   305  126   76   50   39   19   10   9   4   7   20  665   

宮崎県   259   81   39   19   13   12   6   7   2   3   10  451   

鹿児島県  377   151   77   44   31   29   7   10   8   756   

沖縄県   151   66   27   22   14   14   6  4  3   3   17  327   

合計  23，811  10，389  5，182  2，703  1，701  1，298   711   517  366  309  1，261  48，248  



惑  

医政経発第063002号  

薬食血発第063002号  

平成18年 6月 30 日  

（社）日本医薬品卸業連合会会長 殿  

厚生労働省医政局経済課長  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

インフルエンザワクチンの安定供給対策について  

インフルエンザワクチン（以下「ワクチン」という。）の安定供給の確保については、  

平素より多大な御協力を賜り、深く感謝申し上げます。   
平成18年6月14日に開催したインフルエンザワクチン需要検討会において、今年度  

のワクチン需要予測と併せて安定供給対策の検討を行ったところです。   
貴職におかれましては、この検討結果に基づいた下記の事項について、 特に留意の上  

対応されるよう、貴会所属の会員に周知徹底をお願い申し上げます。   
厚生労働省としても、可能な限りの対策を講じて、ワクチンの安定供給を図る所存で  

すので、御理解、御協力のほど、お願い申し上げます。   
なお、各都道府県衛生主管部（局）長には、別添（写）のとおり通知したことを申し  

添えます。  

記   

1．今年度は、昨年度ワクチン使用量（l，932万本（1mL換算）。以下同じ。）の16％  
増となる2，300万本（平成18年6月14日時点における見込み）のワクチンの製造が  
予定されており、また、全製造量のうち40～60万本のワクチンが、ワクチン不足時の  
融通用として製造業者及び販売会社において保管されること。これを踏まえて、医療  
機関等から初回注文を受ける際には、その注文量が、前年度使用実績を上回らないよ   
うに配慮すること。   

また、追加注文を受ける際には、′初回注文により納入された医療機関在庫を確認し  
た上で、必要量の供給を随時行い、ワクチンの偏在が起こらないように配慮すること。   

なお、前年に実績のない医療機関等からの新規ワクチン注文についても、全体の注  
文量の状況を踏まえて調整する必要があるが、新規開業の医療機関等が不利とならな   



いように配慮すること。   

2．初回注文又は追加注文において大量注文をする医療機関に対しては、医療機関等に   

おいてワクチン接種に支障をきたす場合を除いて、ワクチンを分割して納入すること。   

3．今年度のウクチン供給予定からみて、現在のところ、平成18年10月中・下旬頃ま   
でには昨年の医療機関使用量並みの約1930万本（1ml換算）程度の供給が確保される   

予定であるが、流通在庫が減少する接種シーズン終盤においても、ワクチンの供給の   

流動性を確保し、偏在等が発生しないよう、平成1客年12月1日を目途に、未納品の   

予約の取り消し文は保留する等の措置についてワクチンを予約している医療機関に理   

解を求めるよう努めること。   

この措置は、既に特定の医療機関等からの予約済みとされている等の理由により、   

早急にワクチンを必要とする医療機関の注文に対してワクチンが納入されないような   

事態を防ぐための対応であり、このことをあらゆる関係者が理解し円滑な供給に努め   

ること。   

4．医療機関等が接種シーズン終盤まで在庫ワクチンを抱えて返品することは安定供給   

の妨げになるため、旧来の商慣習として行われている返品について、その改善に努め   

ること。   

5．ワクチン不足が発生し、都道府県から融通の要請があった場合には、医療機関等か   

らワクチンを引き取る際に、医療機関等において、貯法（遮光し、凍結を避けて10   

℃以下に保存。）を遵守したなど品質の確保がなされていることを確認すること。   

6．全国の卸売販売業者の在庫状況を血液対策課から全都道府県に対し、定期的に提供   

し、各都道府県において在庫の偏在、不足等の状況をモニターできる体制を構築する   

こととしている。   

このため、製造業者等及び卸売販売業者は毎週の地域別の在庫状況の把握及び調査   

に協力すること。   

7．都道府県においては、今年度のインフルエンザシーズン前から、都道府県担当課（感   

染症対策、薬務、医務等）が中心となり、インフルエンザ対策委員会を開催し、ワク   

チンの安定供給対策等を協議することになるので、在庫状況等の調査を求められた場   

合には、積極的に協力すること。   



薬食血発第063003号  

平成18年 6月 30 日  

（社）細菌製剤協会理事長 殿  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

インフルエンザワクチンの安定供給対策について  

インフルエンザワクチン（以下「ワクチン」という。）の安定供給の確保については、  

平素より多大な御協力を賜り、深く感謝申し上げます。   
平成18年6月14日に開催したインフルエンザワクチン需要検討会において、今年  

度のワクチン需要予測と併せて安定供給対策の検討を行ったところです。   

貴職におかれましては、この検討結果に基づいた下記の事項について、特に留意の上  

対応されるよう、貴会所属の会員に周知徹底をお願い申し上げます。   

厚生労働省としても、可能な限りの対策を講じて、ワクチンの安定供給を図る所存で  

すので、御理解、御協力のほど、お願い申し上げます。   

なお、各都道府県衛生主管部（局）長には、別添（写）のとおり通知したことを申し  
添えます。  

記   

1．ワクチン不足時の融通用として、ワクチンの全製造量のうち、合計40～60万本（各  

製造業者10～15万本ずつ（1mL換算）。以下同じ。）を当課より連絡があるまでの   

間、市場に出荷せず、保管しておくこと。   

当課においては、ワクチンの供給に滞りが生じたとの情報を把握した場合は、各都  

道府県の在庫不足状況を精査し、融通を必要とする都道府県名と数量を連絡するので、   

配送先の卸売販売業者を決定し、当課へ報告すること。   

なお、保管体制の解除については、全国の流通状況を見極めた上で、当課より連絡   

する。   

2．上記1．の40～60万本のワクチンが確保されていることを踏まえ、卸売販売業者に   

対して、医療機関等の初回注文量が前年の使用実績を上回らないように配慮するよう   

周知すること。   

なお、前年に実績のない医療機関等からの新規ワクチン注文についても、全体の注  

文量の状況を踏まえて調整する必要があるが、新規開業の医療機関等が不利とならな   



いように配慮するよう周知すること。   

3．今年度のワクチン供給予定からみて、現在のところ、平成18年10月中・下旬頃ま   

でには昨年の医療機関使用量並みの約1930万本（1ml換算）程度の供給が確保される   

予定であるが、流通在庫が減少する接種シーズン終盤においても、ワクチンの供給の   

流動性を確保し、偏在等が発生しないよう、平成18年12月1日を目途に、未納品の   
予約の取り消し又は保留する等の措置についてワクチンを予約している医療機関に理   

解を求めるよう努めること。   

この措置は、既に特定の医療機関等からの予約済みとされている等の理由により、   

早急にワクチンを必要とする医療機関の注文に対してワクチンが納入されないような   

事態を防ぐための対応であり、このことをあらゆる関係者が理解し円滑な供給に努め   

ること。   

4．医療機関等が接種シーズン終盤まで在庫ワクチンを抱えて返品することは安定供給   

の妨げになるため、旧来の商慣習として行われている返品について、その改善に努め   

ること。   

5．全国の卸売販売業者の在庫状況については、血液対策課から全都道府県に対し、定   

期的に提供し、各都道府県において在庫の偏在、不足等の状況をモニターできる体制   

を構築することとしているので、製造業者等及び卸売販売業者は毎週の地域別の在庫   

状況の把握及び調査に協力すること。   



健感発第 0630002号  

薬食血発第0630004号  

平成I各年 6月 30 日  

社団法人日本医師会  

感染症危機管理対策室長 飯沼 雅朗 殿  

厚生労働省健康局結核感染症課長  

厚生労働省医薬食品局血液対策課長  

インフルエンザワクチンの安定供給対策について   

インフルエンザワクチン（以下「ワクチン」という。）の安定供給の確保については、  

平素より多大な御協力を賜り、深く感謝申し上げます。   

平成18年6月14日に開催したインフルエンザワクチン需要検討会において、今年  

度のワクチン需要予測と併せて安定供給対策の検討を行ったところです。   

貴職におかれましては、この検討結果に基づいた下記の事項について、特に留意の上  

対応されるよう、貴団体傘下の医療機関等に周知徹底をお願い申し上げます。   

厚生労働省としても、可能な限りの対策を講じて、ワクチンの安定供給を図る所存で  

すので、御理解、御協力のほど、お願い申し上げます。   

なお、各都道府県衛生主管部（局）長には、別添（写）のとおり通知したことを申し  

添えます。  

記  

1．今年度は、昨年度ワクチン使用量（1，932万本（1mL換算）。以下同じ。）の16％  

増となる2，300万本（平成18年6月14日時点）のワクチンの製造が予定されてお   

り、また、全製造量のうち40～60万本のワクチンが、ワクチン不足時の融通用として   

製造業者及び販売会社において保管されること。これを踏まえて、各医療機関におか   

れては、初回注文量が前年の使用実績を上回らないように配慮いただきたいこと。   



2．追加注文を行う際には、初回注文により納入された医療機関内在庫の消費状況をみ   

ながら、必要量の注文を随時行うよう配慮すること。   

なお、前年に実績のない新規のワクチン取引については、状況により、納入量の調   

整が行われる場合があること。   

3．接種シーズン終盤まで在庫ワクチンを抱えて返品することは安定供給の妨げになる   

ため、旧来の商慣習として行われている返品について、 その改善に努めることとし、   

返品を前提とした注文及び在庫管理を行わないようにすること。   

なお、状況によっては、厚生労働省は接種シーズン終盤に多量にワクチンを返品し   

た医療機関等の名称の公表を検討すること。   

4．大量注文をする場合は、ワクチン接種に支障をきたす場合を除いて、卸売販売業者   

の分割納入に協力すること。   

5．今年度のワクチン供給予定からみて、現在のところ、平成I客年10月中・下旬頃ま   
でには昨年の医療機関使用量並みの約1930万本（lml換箕）程度の供給が確保される   

予定であるが、流通在庫が減少する接種シーズン終盤においても、ワクチンの供給の   
流動性を確保し、偏在等が発生しないよう、平成18年12月1日を目途に、未納晶の   
予約の取り消し又は保留する等の措置についてワクチンを予約している医療機関に理   

解を求めるよう努めること。   

この措置は、既に特定の医療機関等からの予約済みとされている等の理由により、   
早急にワクチンを必要とする医療機関の注文に対してワクチンが納入されないような   

事態を防ぐための対応であり、このことをあらゆる関係者が理解し円滑な供給に努め   
ること。   

6．納入されたワクチンについては、貯法（遮光し、凍結を避けて10℃以下に保存。）   

を遵守して品質を確保すること。ワクチン不足が発生し、都道府県から融通の要請が   

あった場合には積極的に融通に協力すること。   

7．都道府県においては、今年度のインフルエンザシーズン前から、都道府県担当課（感   

染症対策、薬務、医務等）が中心となり、インフルエンザ対策委員会を開催し、ワク   

チンの安定供給対策等を協議することになるので、在庫状況等の調査を求められた場   

合には、積極的に協力すること。   



（別記）   

社団法人日本医師会感染症危機管理対策室長  飯沼 雅朗   

社団法人全国自治体病院協議会会長   

社団法人全日本病院協会会長   

社団法人日本医療法人協会会長 

社団法人日本病院会会長   

宮内庁長官官房秘書課長   

防衛庁運用局衛生官   

文部科学省高等教育局医学教育課長   

医政局国立病院課長   

労働基準局労災補償部労災管理課長   

社会・援護局障害保健福祉部企画課長   

独立行政法人国立病院機構理事長   

独立行政法人国立印刷局理事長   

独立行政法人労働者健康福祉機構理事長   

日本郵政公社人事部門厚生労働部長   

日本赤十字社社長   

社会福祉法人恩賜財団済生会理事長   

全国厚生農業協同組合連合会会長   

社会福祉法人北海道社会事業協会会長   

社団法人全国社会保険協会連合会会長   

財団法人厚生年金事業振興団理事長   

財団法人船員保険会会長 

国家公務員共済組合連合会理事長   

社団法人地方公務員共済組合協議会会長   

日本私立学校振興共済事業団理事長   



各都道府県のインフルエンザワクチン供給体制に対する考え方   

平成18年8月11日付け当会議開催通知において、インフルエンザワクチン（以下「ワク  

チン」という。）接種シーズン前における各都道府県（以下「県」という。）の供給体制に対  

する考え方を8月25日までに、御回答いただいた。   

その回答を一覧にして、別紙にまとめたので、他県の取り組みも供給体制づくりの参考  

にされたい。また、以下にその概要をまとめた。  

1．県担当課の役割について   

インフルエンザワクチンの需要状況把握、医療機関や卸売販売業との連絡調整、予防  

接種法関連に担当が分けられているところが多いが、委員会や各課が連携をして、対応  

することが必要である。  

2．保健所の役割について   

住民に対する情報提供を行うところが多く見受けられる。県や医療機関等との連絡を  

十分行い、普及啓発を行う必要がある。  

3．インフルエンザ対策委員会の設置について   

ほとんどの県において、委員会を設置又は検討中（既存のもので対応する場合も含む）  

であた。  

4．シーズン前の対応について、都道府県としての考え方  

① 医療機関等の注文量について  

34県   

6県   

2県   

5県   

協力要請の通知  

調査の実施、予定  

医療機関等への指導  

その他  



② 医療機関等、卸売販売業者の在庫等の調査について  

在庫調査の実施、予定  45県  

情報の公開  3県  

協力要請及び調整を図る  2県  

③ 返品という商習慣の改善について  

大量注文の場合は分割納入とする。  

ある程度の在庫を抱えざるを得ないが、大量の在庫を抱え返品となれば、好ま  

しいことではないと考える。  

返品を前提とした注文及び在庫管理を行わないよう協力を求める。  

関係団体に改善要請を行う。  

根本的に返品を認めないシステムを考えるべき。  

品質の面から原則認めるべきではないが、接種機会を確実に確保するため、多  

少はやむを得ない。  

④ 高齢者の予防接種対象に対する接種勧奨期限について  

・12月まで  26県  

・1月まで  2県  

・流行期間中は、接種勧奨期間とする。  4県  

・その他  15県  

⑤ ワクチン不足の場合の対応について  

関係団体・医療機関の在庫状況を基に医薬品卸業組合に対し融通を依頼する。  

医療機関の在庫状況の情報を提供し、調整する。  

卸売販売業者、医療機関に融通要請をした後、困難な場合は厚生労働省に融通  

要請を行う。  

県で行った調査情報を関係機関が共有し、接種希望者に対し接種可能な医療機  

関の情報提供を行う。  

混乱を招かないよう、適切な情報提供と関係機関との密接な連携による計画的  

な供給調整  

製造メーカーの生産体制を強化することが効果的な方策。   



⑥ 住民への周知方法について   

・接種可能な医療機関について調査しホームページで公開する。   

・法定予防接種については各市町村が各々個別に通知する。   

・広報誌やリーフレットなどにより周知する。   

・相談窓口を設置する。  

⑦ その他新たな対応について   

・多量にワクチンを返品した医療機関の公表や融通ワクチンの配布方法につい  

て検討する。   



各都道府欄におけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

♯▲腐れ担当∬の捜■について  シーズン≠の対応について、■1瞬れとしての考え方  
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・ワクチン不足鴫の『へのl■i霊鰻  1ワクチン安定供飴詞書食▲  二、≡  10月上旬に椚t予定  零さ比において斗正な彙注・供給モ  重■l的に行う。   において■優■斗にさ●協力を暮  知ナも．   ワクチンが不足した場合は、■El  に穐暮丁も。モれにより．鑑■■  
・■相集及び卿鷹■鷹嘉■との■  鰻詔□  行うよう事嬢する。  麟ナるとともに、■■■■事に分¶  Åガ■食と■ホ鑑■彙の協力の  

t t                                                                                         ■■■   ・予断楕■可■匿■書書の把  集注，分雷l■入を行うようi畑す  下．ワクチンの■1を四る．全書的  
■と惰■提供  る。  な不足が生じた■倉は．1■に■i  

事繍瞥行い、■iされたワクチンに  
ついては．■鑑■■の協力の下、  
臣徽■llに分tナる千丈．   

・ワクチン不足耳の¶充t充事事に  づ相和Ⅶけ川ほ■の■t  ・ワクチン攫和露■t■の■    刊恒注文1が¶雫のt用翼蠣を上  優t幣において、t払、FAX事によ  医書tl■▼に藍鳥をで曹るだけt  馴町剛こ対し．■■書▼の定補予  ・鴫斗的にワクチンが不足した■食  ホームページ、市■r村広書▼を話  
封書るワクチン在■欄爛事の■t  ・檜■■■●■のt■  量、憎■縫供▼  回ちないこと．初旬注文▲を食めた  り在■事■霊を行う．   け、壬且を書丑とした注文1び裁■  断線札を1之月薫雫で行うことにつ  1ま、岬兼■鷹暮書で■書しているワ  用し周知書閂る．  
・ワクチン不足鞠の卿鷹■兼義●に  全注文■が鋼年のt用菓■モ3≠  t理をしないよう協力吉事めも．  いて広●の■■を憤るよう檜■す  

せ 由                                                 対するワクチン■i暮Il  ・ワクチン不足叫の■■■申  以上上垣ることがないよう協力義放  る．   ・在■事■鷺壷稟▲し．象緒のある  
・■瀧対■片への■i霊h   する。  地■から不足Lている撫蠣に■■  

暮、■義事■  ナる．   

■■充■書に対Tる■tの軍■  ・インフルエンサ網ti■■曇l■  
・押水■i兼暮雪・■生労●雀に射す  ■  ～■山一ズ■ ‾   ・E書■■の覆■軟没▼の把  インフルエンサ対▼i■■t■    Ⅶ書三三Ⅹtが■事覆事■モ上陸る ‾がた－、よ‾在■1モ■暮した  ・■l充■充丁書の覆■1▼の■t を行‾  大■注文の■合は分■M入に1力 ▼もよ－■■■■■■■●■■  書■雷の予駅欄爛■間は各市町軒 の で数tするが■ll薔以外  ・■l充t充■t・匿t■llの電■■ ▼の■tか’■在が書捜された■  臣書■帽lに対し攫杜可tかどうか ■断へ ナる  
る■i事II   ・予断績欄l＝】lする広■をホ  ・■民からの闘い合わせへの  i加注文とするよう書■霊鳥館■  

山 野   ■r＃へ瞳書  対応   ■■、●■■●、■●t■に｛し1  fでに躊■手水ませるよう全市町村  
・嬢欄『■な瞳徽■■のホー  畑。   の■暮書行う  に血■依■する．  ・■内の■iが錮■な場合は、■  
ムページ穐t  生労■著に■i霊麟を行う．   
・■●■■への■▲■■  

■内のインフルエンサワクテンの賓  
定供檜に係る■t  予定（8月q）  iの妨げとなることから．■休出体  署＃■層▼内のインフルエン  インフルエンサワクナン▼貿  初す踵よ欄には¶琴買■瞥上回ら  シースン■に電■扶i鷺■ltを翼t  一E■モ把えもことにより、j■正な瓢  インフルエンサ買t■qに暮つき、  ワクチン不足▼が彙重Lた■合、鷺  t■■tに■つき．魯≠t照ごとに         サワクテンの安手供繊にヰる  

■■   Z2）  ワクチン不足事の状況によっては、  ホームページ事で公椚．  
ないよう暮嬢．  

ページ讐を利用して惰書捜供。   
●義書行裁く書ヰt剛、■隻  蓼■群Iに栗▲ナる。  ■■小○■魯●■li■■●■■■  

穐 ■  甘貪簡▼）、■挿さ．■秩協  なお．岬シーズンは、♯■となって  暮■と遍れ書とって対応．   
■」■鋼■曇．■嘉島卿け食  大1に蓋晶した匿疇■■がヰ●  
■   あったため．正■■響モ■じ、■正  

な濃暮に升めるよう事仇．   

ワクチン▼＃状況に曝も貫l■t  予l肘掛■毘に暮つくインフル  供嶋不足■のけけ可t■●  需   
エンサ予納棚■の♀M実▲霊  ■巾のた■及び■民相蹟豪  t禦あて仏力霊山i知讃．  を稟▲市立。  慮主依■予定．   岬事虞の豪儀牒でとする上㌔■鶏  ■天■t■t■の置■のtl■■t  ■蜂t‡■に歌書Ⅶ刀暮椚1■I卿講．  市¶村へ12月までの軍書折■作  t川日和q■在の■曾l劃腋内卿責■  署サ■斤をiじて住民への†■●檀  

チ ■  il  ロ  机全●的な不足の増毛1in■暮  
分の■暮tllモ行う．   

ワクチン供疇に係る■t、†■■IR  不■一例及び住民への¶■覆  匿■■岬ヒおけ軋腋tt覆の  ワクチン隕I事に曝る1▼■l腋■  皿■済み   への協乃などにl■TO■  ワクチンの十分な供I8が行える11   にモ■のあるワクチン 
徽・吐供   帆及びけ欄■≠   相場・   の裏書、住民への憫t櫨供  ■t■■、卿充t，【1■に対して、  ■円のl■ttI■（nl00■杜ほ欄  ガ▼l■l人    ■t■■を  l司左              全注文1が椚ヰの儀用稟■卓上洩  

ちないようにi卸する．   ■する。   の3暮1■）の通知量彙出し、■■  
tの徴暮を■ぴかける．   ワクチン不足の■食lこは、ホで行つ  

■ 木  た■暮の惰■を■砧t■が共書  
し．檎檀●1書に対し捧積可鴫な臣  
■■■の≠■提供瞥行う．   

■天■鷹▼tのt■1■の■t  ・インフルエンザ河▼事■彙の  ・▼内■tt■の狂■■■の  Ⅳ■予定10月   の覆■▼について   ょつ 
インフルエンザワクチンの安ま供欄  股t  ℡充■充暮雷、巳■嚢に期して、■  押充■充暮事  覆tTる■曝書に協力t耕しで  芸■行■にけ■か粁 TTるように、市  岬■▼■年■●■■tt■して．  市町村に河して、花札力ヽ起きないよ  

■ ■  ・法に暮づく嘉■書の予断雉  ■董  疇した。   向がみられた嶋創こは．■書■の  充暮暮モ介した匿■■何問の■i  

糧に爛すもこと  ての住民への憎■提供  協力書けて、全■■■Hの在■▼  を事Ilナる．   
の■董も稟▲すも．   

・インフルエンサワクチン貿貫t粍I轟珂  ・インフルエンサワクナン軍王  住民に対してのワケテン雑用にか  
暮■繍の雄一・■讐   供輪月¶嬬汁への●加  ■lのi知唐土け楕礪丁るが．Tへ  匿■11■については、市町村が貫  鳳吼劃即日帥用用けふ帆j帽  予断冊柑Hり鋸■的なqれに欄欄は  ワクチン不足がまじた■含」正一  

ヰ 王  ・匿tl■■及び市町村の柑嶋  ことは、－■のつクチン不足食招く  で、  かる憫■牒供を、市町村及 
熟れがあることから、す1な対応を  の兼急■董を行い．不足本■分寺  
していきたい．   ■暮した瞳．甘の■良分の欄欄應  

お■い▼る．   

▲（阪繹Mン7■エンサワ舛ンの：F鷺併」帳  ・予断什I一法に嘉つく用疇屑  t■埠区の匿t■闇に銅す  ■   川■書の≠力のも  ■■ t■●1，  各市町村tあてに平成18年8月3  ■■■●tぴ■■■■■斗■■●  優t断からt内の稚糧書1■へ¶  

に蘭丁る■托さ■の事鶴鴫  t凰■纏Ilの把t  予約・在■■の■暮け定）  ■■■●、■■■■■■一■∴■■  熱田刑日用  ■●■、■t■■                   自治体■統協■さ干暮■王書をi  と、ワクチン法文■が100事以上の  全町白地体■扶協■曇千暮■王暮  Ol】付けの■生労●雀蘭曝丑1か  の協力のもと．供♯に余鞘のある絶  竹檀供する。  
・れ内の予約t、狂■暮のセリまと  じ、初回注文は甘年のt用責■書 上唇らないよう各会■への礫蠣告  
l）  
・卿尭協会吾iじ、岬充暮書の在■  求めた。   普及びt慮t告）を行う．  

千 1                                                   t■のIl暮■  

事た、■生芳■省からのモー■董  
に対応ナるために、事■に匿■■  
聞及び揮発■充暮曹の在■●につ  
いての試行■董モ行う。   し」■食■に分れ竹入を行うよう覆  

」■嘉■■らた＿   

■■■】■■tとの■■  ■1－でのワクチン在■■t、  
区市町村との■t、暮邑への  ■董   いく   ではないが、織穐■嚢貴書実にヰ  供と闇曝■闇との鬱汁な■檎によ  

十 書  ■知   保するため、多少はやむ舎綿ない   る暮†串的な供給■響   



各都道府県におけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

■1劇t担盤甘の捜れについて  シーズン前の対応lこついて、●遍府■としての考え方  

■1府儀   鼠t所の役割  インフルエンザ粥1彙■会の  旗tについて  

藁預   事業鑑対策   臨機  蚤■嶋脚雫の注文暮について  匿■■綱事、卿九■充暮雪の在▲  等のIl暮について  遺品という■t甘の改暮について  轟⇔書専の予断は■対暮葛に対ナ  暮■について  ワクチン不足の その他新たな対応に  ついて  
引檀仙集■   ついて   

インフルエンザワクチンの濱エに肝  
すること。  インフルエンザの予断対策、  インフルエンザの予断封書に  インフルエンサ河書に曝る爛  躍の■如き貴け、■匿蝉裁量び■  ■●■■に■しては、■1■■■  騨の■河を父け、■間食よぴ■  ・暮■書▼の予防用けの勘奨■■  ・ワクチン不足岬■の状況に拓じた  左E、の繁れの予断！劃■冥■■t        予断檀欄法のインフルエンザ  附する書及警乗．≠≠檀供零  係書打合さを捕■し」漁況に  監事さ卸義協会事に対して、■正  ■■■聖書壬した■暮を♯畠中。ま  匿■島中義協さ事に対して∴注文  について配慮いただきたい旨J軒町  ■■■■、卸充■書事に＃ナる在  ■爛のワクチン蔵書礪轟■量■よ  

予断は檀に隣すること。  応じた対応■を鑓する予  ＋状況事の■量、及びワクチンの  
定．（9月開■予定）   ワクチン不足の状況に応じて、糞▲  嶋ヰ憫■iについては、各静曝著  

を機射する。また、市町柳こ対Lて  と■暮、1■しながら繍劇憧■け  

■●川  

玉鋼の予紡績■責▲凰■暮■のウ  も．  
クテン在■苓暮についての把橿欄  相川川相川に対しては」■鼠儀欄  
暮を依♯予定   おいては■靡があも。   穐事書簡事での¶鞘櫨供も♯射し  

ていく．  

・ワクチンが不足した囁創こ予断織  

インフルエンザワクチンの▼l亀1犬況  ・インフルエンサ千l別刑tの早  住民相談、†■稚提供   在■▼の■鷺は、卸先1書に対し   

のたt   ■柵●●暮  定）   雷（必事に応じてl椚tTる予   ■、■■■●．■■l■tl、■■    ■．■■■●、■■■■l■．■■   
・全■的なワクチン不足岬こは、濃  凰は控めないことで合暮しており、 l  晶は鑓ゎないことで倉暮しており、4  

t 潟  遇■な注文となら机よう4肴■名  書■毛で鑑■■■へ1知新み．  

供絶食■ll   の予断勤1がれ掃で倉ない旨  でg■■ホヘi知を彙出予定．   
の正しい知撫を周知  

■暮t■門札育との■t   インフルエンザ総虐欄欄欄に  ■■t■▼t鋼▼   ■●  ・岬充■■におけもを■状況につい  ・鑑■●、公 12月禾までと丁  ● 況■のだtに升  ワクチンのl■】■舎tけた■曾▼に  

・や集f夷義■におけるワクチンの  の■董  ・t内の邑t■l■、市町村と  Hll年覆からーインフルエンサ  ■■■．セ■川It、■■■■    ■l■覆．■井貫円蠣倉  ・椎tq文■■舌  予l巧什■貫t状  
荏暮状況の把■  ・住民からの相鰻対応   全ての鑑書■■奮対tに荘■扶  町村事と叫の上、は■実ヰ筐■  

書 山   「ilヰ曇▲」は、例年、貴行  況については、¢鎗tモニター正■  ■臍■の†I書縫供を行う   

シーズン前に闘t   ■■を銅一に■暮市立。   

■内のワクチン汎給状況のだt、■  
t   

■■■在■1▼■tを行い、  

沌用の井▲件¶のた■  の杷■と穐■  ・市■l村の予統はq儒■揮■l  8月甲¶に、インフルエンザワ  囁からの■刊僻l書l＝ついて．■巴  モニターtt■■員〃ワクチン岬暮  ■からの」朋択ついて．■Et■餐  市■l呵媚蟄打あて用押する。  董■  ■内■i及び¶への■i暮嬢を行  
・t内層■暮Mの在■状況■  て、鑑■■■及びワクチン鱒暮暮に  匿t暮■及びワクチン卿▲書に■  う．   

石 川  の把1  ■知する。   卸する．  
相川伺t匿t●静電住民へ  
の僧t櫨仇   

■内で、不足が九生した■曾、可と  署市■l村、署覆t所への俵  暑t内■徽■闊の在■状況  インフルエンサ予I市河■嚢l■  畔年のt門買■を考■してt注す  l■t■■については、各傷t巾で  ■書看に対し、甘刀モ■綱Tる．  各市■l村へ依■．   椎t▼tな匿¶tl■について1▼竹  各市町村やt■樽tセノクー（傑t  

のIl量   ■、和示  の把書およぴ■民事への≠書  るよう雷麟．   ■暮．  址供古市う．   断）を介して爛竹雄供する．   

≠ 井  ■内■■t■の在■状況の  比例   卸先t大義書については、■庁で  

絶竃およぴⅦ■壮快  ■暮。  

・l■からの¶■について■書1■l■へ  ・ワクチン搾ほの】t；暮t員℡   鼠¶l■■との■l■  ・け覆モー1Tも■氏からの  i■精嚢■i■ltし賢雷犠岬¶  にtリカーltけられた■  元に間い合わせに  
の爛知  ヨ       ‾うたど   l■年度買■に嘉つく三王又t何が濠 遺しつつあると舞えるが引きは  予断什■封tⅧ1さ及び市町村世 為暮嚢▲を9月上旬までl■闇tし  1E■快足 食には卿暮書喜iじ｛入Il霊や  荘■】■tl那rF ■桝対応しているがよりよい方法  

・ワクチンの在▲状況■の■董鋏   ・t■＊職に鴨甘する住民か  あった壌食の銅応   ■囁■1の1機看書にし村塾   倉、遁島を網絶とした注文をしない  萬■●世相町打二対して予断嬢■  在■■i各行う机そ九でも供＊不  があれはご隷捜事いたい．  
■．■lナ、■暮＆び鴎への書鐘  ・ワクチン不足憎書を把tした  よう雷繍すも．   の雉欄欄間について仏力義欄・柑  

山 ■  ると考える．搬■の必事が生  ●を実■ナる予定．   u整■1ナる．   

讐の■知  供を集▲  場合の輪島 ・鑑■■■への仏力依牡  
・t■■Mに織■●1する住民から  ・槽互▲入の撫≠   
汁■可■丘■■■の九■があった  
■含．●別に慣●壇供モ稟暮   

ワクチンの買T■■lこ■丁る1ホ  インフルエンサ疋■l千l野汁Ⅶ  
・■内在■蝶虎の把t（正義■■  ■瞞義撫  ■t   t円蚤■】■l■事の在■秋用  lインフル工ンサワクテンの賢  ワクチン看礪日注ⅩTtl■には、注  インフルエンサの■書鸞王統況モ  】■烏という■t■について√モの可  イノフルエノサの責行ンーズノに叩  T■■Iに■内の■ttl■の一往■状  イノターネットのホームベーンに†l            壬供繍に牡る打合せ虫旛J19  文暮が網年のせ用稟■書上陸らな  踵捜しながら．E■暮■及びtl充  暮に欝nることとし．蓋i瞥■■とし  に合うよう、12月中旬までに織繊毛  没書■▲し．鑑■曇．匿■■■と也  書封も暮ナも方法が■切であると  

■、岬鶉▲暮）   ・■内▲曽彙生状況の把■  ・t内■書貴重状況のた1  月Il■干支）き■tしていも．  
・瞳■■、匿●■■を通じての■丘  r、、サワクンの   ナも   について匿拝金覆●書群とともに  

への1★義雄供  の杷■  安ま供鹸に瓜る打合せ■▲j  重た．■■の暮l轟があった囁割こ  

1 ■l  
にインフルエンザ封書隻■♯  文●で霊麟した．   は、書●■■においてワクチンの烏  
の■■音持たせている。〉  暮のヰ僕がなされていることを■捜  

及び卿充■鷹■雷に文●で事縞し  した上で柵■鯛に■▲に仏力ナる  
た．   よう■■●、■鼻息卿協同■倉を  

iじて匿■■h及び岬充t禿義書  
に文■でt小した．   

インフルエンザワクチン供糟状況■  に  ■■■l■tlひ■■■■t●のt  市町村広■】匿▼により広■する。  
量、インフルエンザワクチ予断樺■  左E、市町胃及び医書t■ 対して■董を行う   を翼■する。   対して■董を責▲する。   書瞥行わないよう、食■において事  力により書内■iする．なお．れ内  

■ ●    状況■暮▼を市町村及び亀■■■  鱗ナる。   でまかなうことができない嶋創壬、  
に対して■t奇行う凸   

■生労■雀に機■ナる．  

】馴矧■充■Tにおける在■1の茫  インフルエンザワクチン供l曇  
■沌膚■）   封書の総合■■  1（仏事■I   t内丘書■■lの旺■tのI亡  平痍18年9月下旬蘭書予定  円のi知をサま入、闊件の問を  必tに応じてインフルエンサ支点鑑  インフルエノザワクチノ供鷺対▼の  インフルエノザ予断稚樗冥■事  ○月下¶■It予定のイノブルエノザ  9月下『■lt予軍のインフルエンサ            （インフルエンザワクチン対九  ■E暮晶鮎義協曇、露■＋■■へ  徽■■又は全医■■■に書曹を禦  ■点から．西・■において引さ鰻さ  ■にl書の杜絶的鹸雷として、12  ワクチン対千仙彙において繍紳  ワクチン対★u■劃こおいて檎M  

■■嘉島蜘暮協会との■■■■  インフルエンザワクチン対1  tl吋匹■tM．靡市匿■会、  行った。   J）る。  ｛穐■事に故事を■嬢丁も仏事が  

■■■の■t  市町との▲縛■暮   卸先■糞■書に対して．定岬抑こ  よう1†鵠を★まナることが示さ  

檜 ■  インフルエンザの予断よび予  諷逼状況■の■告を♯めも。  れていることから、乗▲主体で  
断は■Iヨ■ナること  

ある市町における地tの事≠を  

・在■状況事のセリ≠とめに  ■まえた■ホ書暮1ナる．   

書すること  

・卿充■稟暮書のワクチン在■¶■  ・予■i檀覆法上の千飢Ⅶ爛匪  ■■■■■1Ll■■t量す  有   については、定 に河して■曲モ■攫とした 12月中旬著で   に  織機可tな匿徽■■の把1に＃  

事のた■   巾■挿臣欄する織■  に闘じ  初回注文tをtむ全注文■〃朋席  騨充t充T■■椚  l■曝■王王  稚tモーyTO事が  岬充I■充轟事の覆■■■t■朱               稟■を上帝らないよう■曝書にi知  （1t昏）に漬i状況のt告を＊め  文1び在■t■手折わないようi  に椎靡書貴けbれるよつ肘■し、か  暮づせ．蠣内での■土手蝕も．■内  め、憎t櫨供する．  
・卿充■凛▲書に対するワクチン供  ・予l方I刑一法上の雉け対■書  した．   る予t 卸した．手た．状況によっては、檀■  つ、体■不1事の■創こついてモ  での不足の壌創i、臨への■i雷  

t 旬  
。  

一不■ワクチンの責i魅止   
サーベイランス定点への在◆t■  
査を1宜行う予定。   ■雀が牡射しているt壷■聾しでい  

る．   

鐘舎企■、¶■」F■・攫隕・卿  lt‾   

尭■禿れ雷同体との■暮  ‾l   
嬢積鎗さJがあり、対1につい  tである。鼓■■■の在■状況■ tは必■に鉱じでt篇事での■暮  

三 1  ては構射してい壬す。   を行う．   舞爛■瞳も掩穐が必霊となることも  
想定されるので、ホ■を完全に12  
月中句蓼でとナることは早ましくな  
い．   

・■内部大義書の丑■■董  1  月＝ヨ書目汝に．集納品の予約屯リ  ける  
・匿■■■の在■■暮・■■  嬢供   う、匿♯食、■鋏協さを通じて各医  

徽★■へi知。   董。   知。   綱し事の州tについて配■するよう  

▲ t  i知．■内で■えなくなった■合lこ  
は■i用のワクチンの■iを国へ  
★■．  

貫】■翳鴇■晶卸協禽を■じて、状  ■1■   

四、胃書肝、哀轟市及び¶係印体と 一∴  ワクチンのI嘉檀に隣するM偽 団体等との▲ヰ■書  t内の匿■1■開、墟ほb鶴膚耶■ 著との濃縮■t及び欄特収■  ■：粁■翳インフルエンザワク チン零■昆機材隻■会を必事  のに   
十 ●  に応じてl■峨闇tする．  射撃■曇讐をiじて、各色t■舶  

に謝し嘉島モ憫牒としたワクチンの  雀の協力を得て不足扶熟の網i角を  
緻廉を行わないよう■鱗している．   行う．  



各都道府県におけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

●1欝≠授皇麒の役割について  シーズン椚の対応について、轟1網■としての考え方  

■虞網■   線t桝の後納  インフルエンザ対t彙■曇の  につ  

1栽  靡染色対策  邑様  拉■いて  その鶴舞たな対応に  ついて  
引暮櫓勤≠■九について   ついて   

駄事島叩I■禿纂書に対し、  ・インフルエンザワクチンの供  が10．000以上あり、  世の 
・鑑t■鞘■への分讐Il｛入など舌正  総体■にかかる総括  

に■■t■から  インフルエンザ予 l■胃t年■t■■の僧■亡巾－  l■≠司tな匿t書贋の†l甘をホー   

化についての仏力慮蠣  ・鑑徽■≠のモニタリング■董  有（l大■i府インフルエンザ舛  昨年に引き札き」■蝉さ篭引こ■■l  臨書t■■  蓼1晶と和博  t防け檀菓■  ≠上歯■なので、抽出した医■■  
ムページ雫で檀供する。  r事暮にワクチンを遺品  

大 ■  l■で在■丑暮書菓▲する。  
した医枚■憫の公曇j  

事に応じ輪告の協力依Il  卿爽■魔義書の在書■は、岬鷹■  
や「■丑用ワクチンの  

策暮雷事との連携の下、状況杷牡  
布方法」について．さら  

に努める．   
に隷射する．   

I暮■、対Rにl■する－と．  

書内の市町、匿鱒彙土び■t  薔（■l存のインフルエンサワク  匿■■騨の全注文■帆■年のt  シーズン中．冨¶l，に又は必事に  匿徽■■及び卿鷹■充■雷に月し  市町に対して、12月中旬までの  ワクチンが不足した■食の対応欄  左舷の鋏輸■■会丑【贅■食）にお        ■欝との■繕・】轟1にIIする  チン供鎗■■■縞（■積・春  用筆■モ上座らないように巴■する  応じて、匿■■Il且び卸鷹■真義  て、改■に身めるよう文●事で■嬢  にM■豪放匿するよう文■零で依  奮、上紀の供繊1嶋裁縫（姜■針  いて、住居への■切な周知方法に      こと。  業■対書主■腋Jほ■さ慮  よう、さ■■■及び琳t兼轟曹  書のせ■僧■▼を雉榊で絶■す  する。fた、鑑■■＃に対して．貞  ■ナる ．ただL、檀檀●y書が体■  におIlて．予め■書事創訂ることと  ついて♯射することとする。  
び卸売■兼■●団体により繍  
慮）を活用する。）   

兵 丑  
た．隅割こt引集■のない邑■■  
¶■からの■焼ワクチン注文につ  
いては、全体の注文1の状況舌Il  

も紀■するよう、併せて依けする．   

まえて■聾し、■嬢わ暮の■■■  
ト零が不利とならく札ヽようにE■す  

るよう．卿允■兼■書に対して、文  
●事で事麟↑も．   

Il充l■充■書への■暮、精薄  ■■書インフルエンザ予断降  ▼   の鋼  
也に■する市町村のは檀期  昨年向輝、魯■書■■かbの注文 1は闘年度稟■をうわ手わらない  事の書  

● ■  憫、■■及び織機筆■■■名  暮とする。   ■■への■董については」断章虚  
雄．■坊鋸椚相川した上での萬  

の憫■■■  胃掩■●■との協杜により異■す  
t▼の錬＃露行う．  

る．   
i■】■段書及び6ttl■でのワクチ  インフルエンザ濃行■■のIl  インフル工ンザ樗l■￥ロのR  有（平成用年10月t■予定）  監■食、■験■■に」跡払渡文■  l甲タIl■†一義書に河Tも景i王状況の  生島しないように払カモ零のる 
ン在■状況の把書及び必霊に応じ  出、肇▲付l■憫●の公よ、■  t、予〟細目■司■鑑■■輔に  が■年虚t用1手札えないように  た■について．■量¶繊、ヰ瞳、匹  ■しし＼．   

椚の考え方につ  糟」■可tぢ最■t■の 住民 霞書tl■からの憫い音わせ  

和歌山  肝する闘い合わせ応書  饉■。また、凰●■■からの初風注  
のが  ■から什ttl賽R  ¶■提供                      いて示していないが．t2月末までの  ●兼■蕎■暮における＃tを含む  に詞して、良t精華位で回書するよ  

の決定及び協力鐘■．れインフルエ  文■が、♯年t用tをはえないよう  
樺檎■■が17市町村、1月宋までの   うー書予定   

ンサ＊■暮■の■■   に■暮するよう鐘■している。   
捧■欄書が13市町村予定してい  

河▼辛■量 
る．   叶麓労■雀に錐♯する．  

モl■tし、ワクチン供  インフルエンサの総合河t、  t内匿▲■■における¶■  雷   法した■tt胃のt仕におい   
総体■の全轟欄砲■暮、惰■せ■・  頓▲及びれ民への僧■捜供  する．   

について ■  ■ホームページ、広ヰ零で周軋  

膿供を行う。   を行う．  森島のないよう、1正な注文1と  冨■l勺に．宝鑑tt■．t一策■充  乗  下町印こ胃し．予断輝け法に纂つ  ー岬■■t年■■■■  ■■、卿鷹霊協■とで申し合わせさ  
れている。   

い合わせに鼠■餅雫で対巧でさる  
■ ■  ようにナる．  

・■外からワクチンの■iを貴ける  
■食、ワクチンi鴨リーる豊丘■■  
れに公判＝」巳分でさるよう．i巳分  
先．R分事暮を封書事■食で決定  

インフルエンサ河▼鸞■曇の■lt  t鑑tt■での一腋■1■董零  平鹿18年9月中に旗■予定  各優儀欄による■tを軍書  uJ慮書t■に銅しては坪t簡をi  ■tt■l▼に銅し文暮により■知  市町印こ鋼しⅩ▼により依■する  Wンフルエンサ対t霹■■をM  住民の用い食わせに対し 什■可  
・札■断が稟■した在■■■糞の暮  の★▲  

・住民からのワクチンにMする  
じての■暮重夫▲  する  

遍†1び憫■櫨供の稟■  ②咄明■充義●については、撥纏  
tする．  tな露■廿■警幕内する。   

■ ■                              ・市町村での予断織■法lこ暮づく擁  ¶曇への対応  隷によも■t監事ヰ  
㊥■●●■■tぴ■■■●に銅  

t状況のたt  
し、ワクチンモ■iしゎうよう∴たt  

・卿義協■への在■■■量の稟▲  
によって繊■ナる．  

・インフルエンy対1彙■曇のl腋■  インフルエンザ対▼賓■彙の  
・ワクチン供繍の惰■根■（在暮■  ■●  ■丑葉  

インフルエンサに■するMヰ  
・ワクチンI■t書王書への†l  ▼（平用い8年9月印書予定）  公文tによりIlヰ団1幕に鋼して正  在■■1の■l■▼は1艶が大きい  公文■により■t印1事に対して鳶  公文▼により珊膚l軒に対して■  杜■におけ○暮▲については増  ホームページ事による用便（千l防け             tt■■の観劇注文1が網年のt  ので、¢事t小■鷹で舞■（■虞は  さモ行わないように牡力蒙■めてい  ■暮書の予断は社旗対■著に対す  ■■■曇が中心になって麟暮して  ■法巾犠）。  

義手倉む）・僧t壇銚   ・ワクチン線檀●讐■への憎  用稟■を上司らないように仏力を＃  集ま）することで考えている。  る。   
■ 山  t墟鋏  職■・惰■提供  めている。  

るI暮■tl井胡■について、12月中  いただき、手た．●斗臓■間の■i  ただし．任暮檜1は匿●■Mが■  

インフルエンザに騨する爛嶋  
句までの蘭に■tを鰻定するよう鋏  

な徽・川嶋捜供  
■している．   カモしlただ倉ながら■轟音全オが  

中心になって■暮していくことで書  
えている．   

シー シー ン中．月2留書二凛■■■の   1Tることにより、 （ほ月中t川＝ついて、 

⊥≡… ∴  
にワクチンの■■  ■■■■●▲ぴ■●t■の■カー  ・インフルエンサワクチン▼t■tl  ・インフルエンザ粍き珂▼    ・t内■■tl■のインフルエ、  ▼ tインフルエンザ■暮■董壬  ズンl町に■■書酎肝■し．1■年  ス  分■■l入一輝毛  ■■l●lt舌  在■■t▼モ暮            サワクナン在■ll暮   鷹納入舞■書暮にワクチンの■正  ワクチンの在■状況モモニケーでき  晶を静牡とした注文や在■t■を  市町及び■の広■を活用し周知菅 ∬る 

・インフルエンザワクチンの食■■  ．   

董．■書1び慣t提供  ●彙」という。）   う．■■■t、■■■■■●▼t■  
性蓋▲わると共に．蚤轟■■及び卿  tけ、徽鑑坤嚢各市町及び島揮  

・インフルエンサワクテン不足■の匹  じれ偽書に対して■蜘■t主旬も．   
′・ニ・  

広■  る。   轍である．このため暮昆に鋼して■  
■・卿兼■兼義著・各市町事が共■  
の上、■民に対して柑耶剛ほ欄  

■のは■丘び檜書予約の■り州し  う．なお．対応岨■となった犠含は  
讐■知することとしている．  書生労■書と也▲の上、■i用に  

■暮されているワクチンの仇繊事を  
事疇したい．   

・琶■烏の貿叉供柘に■すること  ・上Pに対丁る■氏への相排  
・沖亮■焚義書のワクチ、の在■■   

山口■■■●．■■¶早t▼の■  各市■r村1に射し、輝■tl事岬 
暮ロ   

口■鑑■金 
■予鵬繍札に■すること  ・予断雉■の稟▲に対する市  t、■■  平慮17年t藁■ l130万 本  キーl■■t山口■■■t■■t ■    I耶  昨年邦樽．山、岬充■  

・ワクチン不足賦の銭■■■の在■  ・予断繍■窪におけるインフル  
■r榊への柵■  

事以上   重。職t靂■●の査■■はシー  い専文●で慮■した．（零度け零7  Lた．（尊慮18年7月7日藩）  
山 口  エンサワクチン雉■勤賽  8月248覆荘の予約杓23．6  

可■鑑■■仰の憫■縫供  万事  の裁■1はっクチン供鎗■に不足  
8月24日t在の注文■は23．6万  

（p■内卿禿■充■讐にお什もワク  ■内匿tt■におけるワク  t内匿t■■lにおけるワク  瓜■の方向でれ封中   
チン覆■．M島（見込み）■1川田■  チン在■．暮用1込み零た書  テン荘暮，t用1込み事た■  ■▼▼としで疋tしてお研一暮は  昨シースンと閂樽に年内雉檀劃■  ・11月上¶▲12月上『の冨蠣（干  ■及び犀t餅ホームページにて片  

Q）ワクチン不足嶋のⅧとの▲蠣■事  及び■i依■  及び■i鑓■（壬■の予防線  に劉し■■●▼を■じて、i晶を★  ヰ■不1書の礫由で織機できな  が事くなった■合は．瞳■t爛岬  
穐にあーなワクチンtの絶■  優●の闇で■義手障る千変．  で、■円の■不足麟■象鷺1してい く 
事を含む．）  方角で繍鱒中。（■●棚■よの  

■不足惰●は■■肘■及び■暮  定欄とナもよう■める予壬，   
析が市町村の協力壬♯て島■●■  ニ二二…′・  
Mからt■．■兼義書の慎■につ  ●■■●■lこ｛して■▲t■ぴか  

■ ▲  いてlま、■鶴■がせ義．）  
なお．亀■■■書全暮■暮する■  

けも．  

合は．岬シーズンの縫■から．1■  
・■内で■t不可の壌合は．鴎に  
■■tt■▼も．  

蘭以上は必事であも．  ・年末書慮で匿■▲綱におけも縞  
また、38憫での霊的書すもので  ■1込み■を把暮し∴可牡なtり寧  

あれば、嶋1の状況書経什できる  Mの遇晶を■め、1月躊け用として  
一定■の■■■■とすべての岬爽  ■i露qる．  
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る＿   



各都道府県lこおけるインフルエンザワクチンの供給体制について  

蓼濃府■担当IIの投】帥＝ついて  シーズン憫の対応について、書■府れとしての考えカ  
■暮府書   
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都道府県別インフルエンザワクチン予約状況の調査結果について  

医療機関等と卸販売業者間のインフルエンザワクチン（以下「ワクチン」という。）の  

予約状況について、平成18年8月31日時点でワクチン製造業者・販売会社が把握して  

いる分を厚生労働省に報告してもらい、集計した。  

ワクチン予約本数は、全国計で、20，530，885本（1mL換算、以下同様）。  

昨年使用実績19，320，578本に対して、6％増の本数となっている。  

平成18年6月30日付け厚生労働省三課長通知「インフルエンザワクチンの安定供給対  

策について」において、初回注文量を含む全注文量が前年実績を上回らないように通知  

している、初回注文においての予約段階では、28都道府県においては、前年実績を上  

回っている。   

それ以外の県も含めて、注文の数量に偏りが生じないよう、予約本数を参考にして、  

分割納入については、十分検討する必要がある。   



平成18年度インフルエンザワクチン都道府県別予約本数（8月31日現在把握分）  
（平成17年度の使用本数については、平成18年3月31日締め）  

国  内4社製遺業者合計   

平成18年度予約本  17年度使用本数  昨年使用実績に対  
NO  都道府県名          数（1mL換算）   

（1－mL換算）  する予約本数割合   

口  北 海 道   889，095   852，868   104％   

2  青  森   165，529   207，585   80％   

3  岩  手   179，217   216，856   83％   

4  宮  城   319，131   344，548   93％   

5  秋  田   177，186   188，269   94％   

6  山  形   158，313   195，421   81％   

7  福  島   302，652   350，128   86％   

8  茨  城   466，986   428，92了   109％   

9  栃  木   365，106   313，246   117％   

10  群  馬   278，460   276，388   101％   

閃  埼  玉   1，054，706   874，124   121％   

12  千  葉   973，040   823，313   118％   

13  東  2，225，179   2，012，271   111％   

14  神 奈 Jl   1，293，221   1，157，123   112％   

15  新  潟   418，039   395，302   106％   

16  富  山   187，859   194，983   96％   

17  石  〃   197，836   186，069   106％   

18  福  井   121，504   135，043   90％   

19  山  梨   169，505   147，446   115％   

20  長  野   386，209   361，816   107％   

21  岐  阜   386，783   348，855   111％   

22  静  岡   671，310   612，993   110％   

23  愛  知   1，316，8了5   1，135，521   116％   

24 f 重   293，278   273，001   107％   

25  滋  賀   220，010   193，215   114％   

26  京  都   395．863   355，074   111％   

27  大  阪   1，433，107   1，229，713   117％   

28  兵  庫   889，878   738，304   121％   

29  奈  良   232，089   202，566   ＝5％   

30  和 歌 山   195，621   167，416   117％   

31  鳥    取  100，564  104．906  96％   

32  島  根   103，533   123，091   84％   

33  岡  山   325，395   299．005   109％   

34  広  島   458，477   529，545   87％   

35  山  口   275，415   275，269   100％   

36  徳  島   88，590   138．741   64％   

37  香  Jl   133，435   172．878   77％   

38  愛  媛   184，402   252，001   73％   

39  高  知   76，497   124，794   61％   

40  福  岡   778，435   703，660   111％   

41  佐  賀   155，614   149，958   104％   

42  長  崎   247，957   278，394   89％   

43  熊  本   283，225   275，769   103％   

44  大  分   232．054   214，911   108％   

45  宮  崎   221，305   204，507   108％   

46  鹿 児 島   315，276   317，052   99％   

47  沖  縄   187，132   237，725   79％   

計  20，530，885   19，320，578 lO6％  



平成18年9月14日  

ワクチン製造業者・販売会社の今シーズンにおける取り組み  

社団法人細菌製剤協会 岡徹也  

1．平成17年度インフルエンザワクチンの生産状況  

1）生産予定：検定提出時期・判定予定日  

国家検定提出   検定提出日   判定予定日   

第一回目   8月11日～ 8月22日   9月13日   

第二回目   9月1日～ 9月 5日   9月27日   

第三回目   9月15日～ 9月20日   10月11日   

第四回目   9月29日～10月 3日   10月25日   

第五回目   10月13日～10月17日   11月 8日   

第六回月   10月27日～10月31日   11月22日   

2）供給予定く数字は概数）  

・9月下旬  

・10月中旬  

・10月下旬  

・11月上旬  

・11月下旬  

1150万本   

770万本   

340万本   

130万本   

10万本  

2，400万本  合 計  

3）備蓄量   

・現時点での想定は、40～60万本  

2．参考データ（平成17年度実績）  

1）需要予測量：乙057万本～2，154万本   

2）製造量：2，082万本（1ml換算）対前年0．4％の増   

3）備蓄量：60万本   

4）使用量：1．932万本 対前年18％の増   

5）未使用量：150万本（返品、未出荷合計） 対製造7．2％   



資料6－1  

栃木県におけるインフルエンザワクチン安定供給対策の概要について  

栃木県保健福祉部薬務課  

1 対策会議の概要  

（1）名称 「栃木県インフルエンザワクチン安定供給対策会議」  

（2）メンバー  医療機関、業界団体代表など7名（庶務担当：薬務課）  

（3）平成17年度会議開催状況（H17．10．12、H17．12．14、H18．3．15の計3回）  

○第1回目：昨年度の状況説明と今年度の対策等について協議（ワクチン在庫量調査の  

実施方法、不足が生じた場合の対応など）  

○第2回目：緊急調査の結果報告と今後の対応について協議  

○第3回目：今年度における総括と来年度に向けた対策等について協議  

（4）その他 H17．10．18（卸売販売業者との打ち合わせ）  

2 ワクチン在庫量等の調査内容  

（1）医療機関に対する調査  

○調査実施主体：保健所  

○対象数：約100施設（地域性、規模などを考慮して選定）  

○調査日：H17．1l，1、H17．12．1、H18．1．10の計3回  

○調査内容  

・昨年度接種本数  

・今年度の既接種本数  

・在庫本数  

・県民からの接種予約本数  

・医療機関における必要本数  

・県民からの問い合わせがあった場合の紹介の可否  

ーl－   



（2）卸売販売業者に対する調査  

○調査実施主体：薬務課  

○対象数：7社  

○調査日：11月から1月までの毎週1回（金曜日）と臨時調査2回（10月、12月）  

○調査内容  

・納入医療機関数  

・ワクチン製造業者からの仕入れ本数  

・在庫本数（A）  

・医療機関への既納入本数  

・医療機関からの注文に対する未納入本数（B）  

○留意事項 A－Bの数値（※）の1週間ごとの推移  

3 備蓄ワクチンの融通要請について（平成17年度の経過概要）  

H17．12．1医療機関に対する調査実施（一部の医療機関が在庫数0となる）  

12．2 卸売販売業者に対する調査実施（目安となる数値※が不足傾向を示す）  

12．6 卸売販売業者に対して臨時調査を実施（不足本数の把握）  

J／ 国へ備蓄ワクチンの融通を要請（4社で8900本不足）  

12．9 備蓄ワクチンの供給を受ける  

4 今シーズンの対応方針  

（1）医療機関へ分割納入に関する協力依頼の文書を発送  

（2）市町村の公報に関して県から通知を発送  

（3）調査曜日の変更（金曜日→水曜日）  

－2．   



資料6－2  

インフルエンザワクチン対策における取組について（大分県）  

平成18年9月14日（木）   

1 高齢者対策における昨年度の取組   

＜高齢者のインフルエンザワクチン接種の相互乗り入れ＞  

（経緯）   

平成14年度   

・県内の医療機関において一類疾病の予防接種について、県医師会と市町村  

の契約により相互乗り入れを開始。   

平成16年度   

・二類疾病であるインフルエンザの予防接種対象者である高齢者について、  

大分郡地域保健委員会から大分市へ要望  

理由…大分市から大分郡へ行って接種する人は少ないが、逆は多い。   

平成17年度   

・大分市から各市町村に希望調査実施  

ほとんどの市町村がやりたいという結果を得た。   

・県医師会もやりたい意向  

問題点‥・単価、時期、個人負担、減免等   

・県は県医師会と各市町村との契約に関しての仲介やワクチン単価の問題等  

について助言・調整   

・9月13日に市町村担当者会議を開催し合意（合意内容）  

①予診票は各市町村の様式を使用する。  

②接種期間は11月1日から1月31日で統一する。  

③契約は乳幼児の相互乗り入れと同様のやり方で行う。  

④ワクチン代は統一する。  

⑤手技料は統一せず、市町村毎の金額とする。  

⑥自己負担金は各市町村の金額とする。  

⑦契約の交渉は大分市と県が代表して行う。   

・9月27日に県医師会へ大分市と県で相互乗り入れ協力依頼  

問題点としては、予防接種料金及び個人負担の統一化の必要性   

・9月29日県医師会から各郡市医師会あて協力依頼文発出  

問題点については、年度途中での対応は市町村も財政的な対応ができな  

いため、次年度以降努力するということで、今年度は了承した。  

以上により、平成17年度11月1日から県内各市町村において、高齢者イン  

フルエンザワクチン接種の相互乗り入れを実施することとなり、65歳以上の高  

齢者の接種率が向上したものと思われる。  

ー1－   



2 今年度の対応  

（1）返品率の削減対策   

・返品の原因  

①複数の医療機関での予約者の増加  

②医療機関での過剰在庫  

・対策  

①複数の医療機関での予約をしないよう県民へ周知徹底を図る。  

②「インフルエンザワクチンの安定供給対策について」の通知文書の周知  

徹底を、県医師会を通じて医療機関に図る。   

（2）需給調整体制   

・インフルエンザワクチン対策協議会の開催  

本担当者会議を受けて、インフルエンザワクチン供給前に、前年度の取  

り組みと今年度の取り組みについて協議するとともに、県・保健所・医療  

機関・医薬品卸の連携を図る。   

・医療機関・医薬品卸の在庫状況調査  

10月から1月までの間、毎月インフルエンザワクチンの在庫状況を把  

握し、不足時には県内の医療機関・卸で融通できるようにする。  

ー2－   



インフルエンザワクチン製造量の推移  
平成18年8月22日現在  

数量（万本）  
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グラフ中の数字は、製造量  

（）は未使用量（内数）  ※平成7年以前の未使用量については不明。  
※未使用量には返品数と流動在庫が含まれる。  


